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Ⅰ．医薬品の適正使用について 

１．みつばちに使用できる医薬品 

食品の安全性に対する消費者の関心の高まりを背景に、農薬等が一定量を超えて

残留する食品の販売などを原則禁止する「ポジティブリスト制度」が、平成１８年

に施行され、はちみつについてもこれまでの残留基準が見直されました。 

国内で承認されているみつばちを対象動物とした医薬品に関しては、アメリカ腐

蛆病予防薬「みつばち用アピテン」、ダニ駆除剤「日農アピスタン」、「アピバー

ル」（いずれも主成分であるミロサマイシンの基準値は０．０５ｐｐｍ）のみです。

農薬や医薬品等が一定基準以上残留したものは流通できないので、この規制を遵守

しなければいけません。 

なお、ミツバチへの未承認医薬品の使用は禁止されており、薬事法の罰則規定も

あるので、絶対に使用しないでください。 

  “はちみつは安全安心な健康食品”という消費者の信頼を損なうことのないよう、

次の事項について特に注意して下さい。 

 

２．医薬品の使用基準 

薬事法（昭和３５年法律第１４５号）第８３条の３において、国内未承認の医薬

品をみつばちに使用することは禁止されています。 

また、同法には、違反者に対する懲役（3年以下）や罰金（300万円以下）などの

罰則に関する規定も設けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．使用履歴記録の励行 

医薬品を使用する場合は、使用方法や使用禁止期間を遵守し、使用履歴を記録し

ましょう。 

  使用履歴の記録は、食品事故等が発生した場合の原因究明の迅速化や、医薬品の

適正使用の確認などに有効です。 

  もし、医薬品を間違って使用した場合、使用履歴を記録していれば、その医薬品

を使用したはちみつを廃棄するのみで済みますが、記録していない場合は、全ての

はちみつを廃棄しなければならなくなる可能性があります。 

  そのためにも、北海道養蜂協会発行の「みつばち採みつ・衛生管理台帳」などを

使用し、履歴記録の徹底を図りましょう。 

 

４．抗菌性物質の残留検査 

抗菌性物質を使用した蜂群のはちみつについては、検査機関などに検査を依頼し

残留がないことを確認してから販売してください。 

  なお、要指示医薬品については、獣医師の指示のもとで使用してください。 

（使用の禁止） 

第八十三条の三   

何人も、直接の容器又は直接の被包に第五十条（第八十三条第一項の規定によ
り読み替えて適用される場合を含む。）に規定する事項が記載されている医薬品
以外の医薬品を対象動物に使用してはならない。ただし、試験研究の目的で使用
する場合その他の農林水産省令で定める場合は、この限りでない。  
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５．日常の衛生管理等 

  日常の飼育や衛生管理において蜂群の病気予防に努め、腐蛆病については、自衛

検査と家畜保健衛生所による検査を受検してください。 

  また、自衛検査時には、使用記録をもとに医薬品の適正使用について確認し合い

ましょう。 

  

６．抗菌性物質が検出された場合 

  食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）で規定する残留基準値を超えて抗菌性

物質が検出された場合には、同法第１１条第２項又は第３項違反により、回収命令

などの行政処分や違反者の名称等の公表などの措置が講じられます。 

  また、同法には、違反者に対する懲役（２年以下）や罰金（２００万円以下）な

どの罰則に関する規定も設けられています。 

 

【参考１】 

みつばちに使用できる医薬品と使用基準 

薬品名 有効成分 用途他 使用禁止期間 留意事項 

みつばち用 
アピテン 

ミロサマイシン 
腐蛆病予防 
(飼料添加剤)

食用に供するは
ちみつなどの生
産前14日間 

・14 日間の使用禁止期間を厳
守すること。 

・投薬期間中(7 日間）及び使
用禁止期間中に生産された
はちみつ、ロイヤルゼリーな
どは食用に供する目的で出
荷しないこと。 

・本剤を専用飼料に混じる際は、
マスク等を着用し、粉じん等
を吸い込まないよう注意する
こと。 

日農 
アピスタン 

フルバリネート 
ダニ駆除剤 
(懸垂剤) 

食用に供するは
ちみつなどを生
産している期間
全て 

・本剤を使用した蜂群のプロポ
リス、ロイヤルゼリー及び蜂
体は食用に供してはならない。

・本剤に直接手で触れないこと。
・使用後は手を洗うこと。又、

皮膚に付着した場合は直ち
に石鹸等で良く洗うこと。 

・本剤を口に入れないよう、乳
幼児には特に注意すること。

アピバール アミトラズ 
ダニ駆除剤 
(懸垂剤) 

食用に供するは
ちみつなどを生
産している期間
全て 

・本剤を使用した蜂群のプロポ
リス、ロイヤルゼリー及び蜂
体は食用に供してはならない。

・妊娠中の女性には本剤の取扱
作業を行わないこと。 

・本剤の有効成分は皮膚から吸
収されるので皮膚に付着した
場合は直ちに水洗いすること。

・飲食しながら使用しないこと。
・本剤の使用時にはゴム手袋を

使用すること。 
・特に小児が本剤に触れないよ

う注意すること。 
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【注意事項】

・アピテンはミロサマイシンという抗菌性物質を主
成分とするため、用法・用量を守って使用する。 

・採蜜期には投与できない。 
・アピテンは７日間投与後に必ず巣箱から取り除く

こと。その後14日間、合計21日間に蓄えられた、
はちみつやロイヤルゼリーには、アピテンが残留
しているので食用にしないこと。 

・反復投与しない（投与時期に1回、7日間）。 
・投与中に蓄えられた、はちみつやロイヤルゼリー

には、アピテンが残留しているので食用にしない。
・アピテンは、砂糖水などに添加して投与してはい

けない（はちみつ中に残留する）。 
・正しい順番で飼料と薬剤を混合しないと固まらず、

投薬が難しくなることがある。 

【参考２】 
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○北海道養蜂協会発行「みつばち採みつ・衛生管理台帳」 

 

 

 

 

○農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課「抗生物質・駆虫薬適正使用リーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抗生剤、寄生虫駆除剤などの飼料添加剤は、使い方、使
用量、使用禁止期間などの使用基準を守って使用しなけ
ればいけません。

使用基準を守らないと・・・

出荷した乳・肉・卵・蜂蜜に医薬品が残留基準値を超
えて残留した場合、回収や廃棄の対象となります。

抗生物質・駆虫薬は
使用基準を守り、正しく使いましょう

使用基準の確認方法は裏面へ

使用禁止期間や投与方法を守らなかった事例
・ 出荷前の豚に抗生剤の入った飼料を誤って投与した
ため、豚肉２ｔを回収した（損害は農家が負担）。

・ 抗生剤を専用飼料に添加しなかったため蜂蜜に残
留し、蜂蜜３ｔを回収した（損害は農家が負担） 。

使用禁止期間
出荷可能

動物体内
の濃度

残留基準値

残留量

投与後の日数

投与日

使用基準を守って使用すれば、食べても問題のない畜産
物が出荷できます。
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